
１　施設の概要

指定期間

※職員数は令和３年４月１日現在

２　収支の状況

常設展 4,819人 常設展 7,854人

企画展 29,611人 企画展 44,984人

合計 34,430人 合計 52,838人

公の施設の指定管理者における業務状況評価

令和6年1月25日

施 設 名 高知城歴史博物館 所管課 文化生活スポーツ部歴史文化財課

指定管理者名 （公財）土佐山内記念財団 令和３年４月１日 ～ 令和８年３月３１日

施設所在地 高知市追手筋二丁目７番５号

事業内容

　旧土佐藩主山内家に伝来した山内家資料を核として、近世から近代までに至る高知の歴史文化
に関する資料等を保存し、調査研究し、展示し、及び教育普及に活用することにより、県民文化の振
興に寄与するとともに、県内の文化施設及び地域と連携し、歴史及び文化による交流を支援するこ
とにより、地域振興及び観光振興に寄与する。

施設内容

<建物> 延床面積6220.56㎡　　 ＳＲＣ造地上3階建
<土地> 3,983.4㎡
<主要施設> 常設展示室、企画展示室、資料閲覧室、ホール、和室、実習室、喫茶室、
　　　　　　　　収蔵庫、燻蒸室、研究室など
<開館時間>午前９時～午後６時（日曜日は午前８時～午後６時）
<休館日>　12月26日～12月31日
<主な料金>　常設展　500円　　企画展　700円
　※高校生以下、高知県長寿手帳(65歳以上)、身体障害者手帳、療育手帳、
　　精神障害者保健福祉手帳、戦傷病者手帳、
　　被爆者健康手帳を所持する者と介護又は介助者1名、高知市長寿手帳を所持する者は無料
　　施設利用料　 ホール   27,580 円   実習室　17,570円   和室　20,720円

職員体制 　常勤職員：１６人　　契約職員：　９人　　嘱託職員：２人　　　合計：　２７人

単位：千円

令和３年度（決算） 令和４年度（決算） 令和５年度（予算）

収
入

県支出金 269,285 290,506 281,845

事業収入 14,352 23,709 36,135

その他 7,252 0 1,849

収入計（ａ） 290,889 314,215 319,829

支
出

事業費 289,040 314,215 319,829

（うち人件費） (156,902) (168,299) (151,985)

その他

支出計（ｂ） 289,040 314,215 319,829

収支差額（ａ）－（ｂ） 1,849 0 0

３ 利用状況

令和３年度（実績） 令和４年度（実績） 前年度比

　①　年間利用者数　合計
 　　　　(単位：人)

＋ 3,035人

＋ 15,373人

＋ 18,408人

＜利用実績＞
・コロナウイルス感染症の影響は収まってきたが、観覧者数は目標を下回った（目標人数：
85,000人、達成率：約62.2％）。
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　③　その他特記事項

　②　利用者意見等の反映

○　 利用者アンケート等の実施状況（時期・方法・回答数・調査結果等）

・時期：年間(令和４年度)
・方法：館内の数か所にアンケートボックス・タブレットを設置
・回答数：２，３４５件
・調査結果公表：公表せず

○ 利用者意見等を踏まえた対策

アンケート等でよせられた利用者の意見を検討し、下記の改善を実施。
･重ね押しスタンプの押す方向を大きく矢印で書いておくと観光客にわかりやすくないか
　　→担当者が掲示物を貼り、対応した
・アンケート等記載場所に老眼鏡があればいい
　　→アンケート台に老眼鏡を設置した
・すべてに英語の音声ガイドがなく、いくつか「見つかりません」だった
　　→英語対応のない音声ガイドに「Japanese only」の表記をつけた

○ その他

４　 　年度業務評価

項　　　　　　　目 状　　　況　　　説　　　明

①適正な管理運営の確保

・建物・設備の管理については、事前に修理を行い、観覧者の安全性や快適性を保つ等、適切
な管理運営が遂行されたと認められる。
・消防計画に沿った館内組織体制を職員に周知するとともに、関連のマニュアル等を常時、職
員の見える位置に掲示している。
・収蔵庫及び展示環境が安定的に公開承認施設の基準値内に保たれており、年度内に公開
承認施設の承認を受けることができた。

②利用者サービスの維持向
上

・来館者アンケートの実施や、定例会等の自己点検により、利用者サービスの維持向上、改善
に努めている。
・継続的な国宝・重要文化財の借用展示実績および展示室や収蔵庫の環境基準をクリアした
ことで、公開承認施設の承認がなされ、利用者にとってより、貴重な資料に触れる機会が増す
こととなった。

【評価の目安】

Ａ：仕様書の内容や目標を上回る成果があり、優れた管理運営が行われたもの
Ｂ：おおむね仕様書の内容どおりの成果があり、適正な管理が行われたもの
Ｃ：仕様書の内容や目標を下回る項目があり、さらなる工夫・努力が必要なもの
Ｄ：管理運営が適切に行われたとは認められず、大いに改善を要するもの

③利用実績
・新型コロナウイルス感染拡大のため一定の制約があったため、入館者数は52,838人となり、
目標の83,000人を達成することができなかった。

④収支の状況
・ミュージアムショップにおける尾土焼の販売など販売収入を確保していることや、展示物等の
職員の自作、経費削減を行うなど、工夫を凝らした取組の努力が認められる。

総合評価

・展示・収蔵環境の安定性及び継続的な国宝・重要文化財の借用展示実績が認められ、公開
承認施設の承認を受け、今後の利用者サービスの向上（国宝・重要文化財の展示における事
前申請の省略等）が望まれることは評価できる。
・新型コロナウイルス感染症対策のなか、閲覧室の利用の予約制を継続したが、利用者数は
230件、またリファレンス対応189件と県民の要望に応えている。
・館内において、児童・生徒の来館時のサービス向上における協議を行い、取組年間100校を
超える見学を受け入れるなど、教育普及事業に対する取り組みが評価できる。
・学芸員養成講座や市町村立施設の資料整理への支援・協力など裾野を広げる活動や博物
館業務のノウハウを共有する取り組みを継続している。
・職員が事業運営や職員活動に対する様々な意見を出し合い、サービス向上のための改善に
取り組んでおり、優れた管理運営、事業の遂行がされたと認められる。
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高知県立文化施設事業評価委員会（令和４年度事業）の概要 
施設名 高知城歴史博物館 開催日 令和５年８月 18 日（金曜日） 

項    目 内    容 

○質問応答 

 

・学校見学受入について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・無形文化財について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員） 

100 校を超える見学受入を行っているが、事

前に学校に情報提供等を行っているのか。 

また一回あたりの見学時間はどれくらいに

なるのか。 

 

（渡部館長） 

日頃から教育委員会や教育事務所に挨拶に

伺ったり、ポスター・チラシ等の広報をおこ

なっている。 

また指導主事の先生方への情報提供や補助

事業としてバスや電車で来館いただく際に

半額負担する制度を設けている。 

見学時間は目的やスケジュールによって異

なる。 

 

（委員） 

高知県の踊りなどの伝統芸能を含めた無形

文化財について、少子化の影響などもあり消

滅し始めているが、このような文化集の収集

と確保、公開についてどのように考えられて

いるか。 

 

（渡部館長） 

伝統芸能、神事などは過疎化等社会問題と結

びつく問題で重視している。 

「お城下で見る土佐国」という形で中央公園

や帯屋町、博物館の北ステージなどで芸能を

見てもらうことを行っており、今後も続けて

いく予定だ。 

歴民館と当館のどちらかがという問題では

なく、出来ることを出来るところがやってい



 

 

 

 

・入館者数について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・商店街との連携について 

 

 

 

 

 

・ 

 

 

 

 

 

 

・日曜日の開館時間（８時）について 

 

 

 

・来館者について 

 

 

 

 

く必要があると思っている。 

今年度から歴民館の民俗担当学芸員と連携

を取って色んな調査を行う予定だ。 

 

（委員） 

ＧＷを含め近頃入館者の入り込みが好調だ

と思うが、どのような状況だろうか。 

 

（渡部館長） 

入館者数については、昨年度と比べて月

1,000 人程度ずつ増えてきている。 

ＧＷやよさこいの時はこれを超える状況で

ある。 

今年は館内の広報チームを強化し、北ステー

ジでのイベント類の強化・拡大などを行い、

それが入館者増に繋がっていると感じてい

る。 

 

（委員） 

商店街活性のなかで、文化についてはデジタ

ルを活用して商店街全体をミュージアムと

して楽しんでもらう仕掛けが出来るのでは

ないか。 

 

（渡部館長） 

今年県が伝統芸能祭というのを行うが、その

中で街を巻き込んだ土佐の文化的な雰囲気

を作る瞬間があると思う。 

また、お城下のお祭りとか無くなったものを

復活させることも検討している。 

 

（委員） 

日曜日は日曜市に合わせて朝８時に開館し

たりイベントを開催しているが、どのような

客層の方がいらしているのか。 

 

（渡部館長） 

アンケートによると「高知城に行って知っ

た。」「高知に来て館を知って寄ってみた。」

という意見が目立つ。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・外国人向けの事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ミュージアムショップについて 

 

もちろん館を目的としていらっっしゃる団

体の方もいるが、何かのついでに寄ってみた

という方も割と多い。 

日曜市がある日は朝６時半ごろから人が動

き始めるが、博物館は８時開館という印象が

まだあり、周知が足りていないのが課題と認

識している。 

 

（委員） 

来館者について、県内の個人の方が多いと思

うが、リピーターはどれくらいいらっしゃる

のか。 

 

（渡部館長） 

かつては、お客様の９割が県外の方で、県内

の方にも来ていただきたいと様々な取組を

した結果、現在は半々となっている。リピー

ターの割合については、詳細な数字は把握で

きていないが、アンケート結果から複数回来

館していただいてる割合をある程度、判断す

ることはできる。 

 

（委員） 

外国人向けの体験講座に８名ほど参加があ

ったとのことだが、どのようにＰＲしたの

か、また反響についてお聞かせいただきた

い。 

 

（横山副館長） 

外国の方はＳＮＳをよく利用されるので、Ｓ

ＮＳの活用と、県庁近くの国際交流協会に間

に入っていただき宣伝していただいた。 

通訳は文化国際課の国際交流員の方に協力

いただいた。 

追手門に入るなど普段見ている高知城とは

違う高知城を楽しんでいただけたように思

う。 

 

（委員） 

企画展の関連で尾土焼や古代塗を販売した



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・城博近辺のエリアを含めた観覧ルートにつ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域振興について 

 

 

 

が、こちらの売れ行きや反響はどうだった

か。 

（渡部館長） 

想定以上の売れ行きだった。 

古代塗は昔は贈答品として当たり前にあっ

たのかも知れないが今は出会う機会が少な

い。 

初めて見たなかで、やや高価だが予想以上に

売れた。 

 

（委員） 

城博として、高知城、城博、ひろめ、追手筋

に流れを作るという取組を継続していただ

きたい。 

 

（渡部館長） 

館の中だけで説明すると分からないところ

があるので、近辺の高知城や市が整備した公

園などとの関連性を含め、エリアで説明する

ようなプログラムを作っていきたい。 

 

（委員） 

開館６周年記念行事で武士の装い体験コー

ナーに 850 名の参加があったということだ

が、私の希望だが大川筋の武家屋敷から御当

主がお城へ登城するような企画をしてみて

も良いのではないか。 

 

（渡部館長） 

そのような事を検討しているところ。 

城下の過去を復刻する一案として考えてい

おり、かつて高知市民が新聞の連載と企画し

て行ったこともある。 

今後そう言った事例を振り返りながら検討

を進めていきたい。 

 

（委員） 

地域振興に関して、歴民館とタッグを組んで

これからやっていくと仰っていたが、もう少

し具体的に教えていただきたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・資料貸出しについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

・閲覧室の利用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（渡部館長） 

令和４年度に計画を立て、今年度展開を始め

たのが、南国市の国府地区の総合調査だ。 

歴民館のお膝元で、国分寺など様々な歴史的

な流れがある興味深いところ。 

我々が歴史を歴民館が民俗を担当し、お祭り

やほこらの調査や伝承を記していく。 

また今回は戦後史をしっかり押さえ、現在進

みつつある部分も取り上げていく。 

 

（委員） 

高野切れの貸出しなどいわゆる他館への資

料貸出しについて、年間どの位の収入が上が

るのか。 

 

（渡部館長） 

博物館の世界においては、資料の貸出しは無

料であり、当館も無料で行っている。 

 

（委員） 

閲覧室の利用者の同行だが、研究者だけなの

か、一般の方にも利用いただきニーズに応え

られているのか教えていただきたい。 

またデータベースの公開について、どれほど

進んでいるのか。 

 

（渡部館長） 

利用が多いのは研究者、特に夏休みになると

大学院生が多い。 

ただ一般の方の利用もそれなりにあり、先祖

調べを中心とした個人の調査で年間二百数

十件ほど利用いただいている。 

データベースの公開については約９万人ほ

どを検索できるようになっている。 

短時間に有効活用していただきたく、以前か

ら進めているところ。 

原本の閲覧希望もあるが、基本的にはデータ

ベースで検索を行い、副本や写真の帳簿など

で見ていただいている。 



〇以上の質疑をふまえ、委員会として下記の

とおり評価点をとりまとめた 

委員からの主な意見 

総合評価・・・「Ａ」 ・地域振興・観光振興については、コロナで

活動が押さえられていたが、復活してきた。 

 

・施設管理にあたっては、アンケートを行う

など、利用者の意見を反映し、良好な利用環

境を保っていることが認められる。 

 


